
発注件数
工　事 物　品

平成
30年度 85件 156件

平成
29年度 77件 161件

発注金額　　（単位：千円）
工　事 物　品

平成
30年度 670,896 74,476

平成
29年度 690,696 93,933

（事務報告書・市長答弁より）

市内事業者	56件
市外事業者	29件

市内事業者	41件
市外事業者	115件

市内事業者	53件
市外事業者	24件

市内事業者	42件
市外事業者	119件
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市発注の工事・物品購入件数内訳

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

防
災
対
策
に
つ
い
て

　
羽
村
市
の
防
災
力
を
高
め
る

為
に
、
災
害
時
に
あ
ら
ゆ
る
人

の
命
を
支
え
る
「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
防
災
」
に
取
組
む
べ
き
と

考
え
る
。

質
問
　
避
難
行
動
要
支
援
者
個

別
避
難
計
画
を
策
定
す
る
べ
き

で
は
。

市
長
　
対
象
者
を
類
型
化
し
た

う
え
で
、
類
型
ご
と
の
支
援
計

画
を
作
成
し
、
民
生
委
員
、
町

内
会
・
自
治
会
等
、
避
難
支
援

者
等
と
協
議
し
て
い
く
。

質
問
　
災
害
支
援
に
お
い
て
、

合
理
的
配
慮
は
義
務
で
あ
る
こ

と
を
羽
村
市
地
域
防
災
計
画
に

盛
り
込
ん
で
は
い
か
が
か
。

市
長
　
改
定
時
に
盛
り
込
む
。

質
問
　
避
難
所
運
営
へ
の
要
配

市
内
事
業
者
と
共
に

発
展
し
て
い
く
街
へ

工
事
・
物
品
購
入
等
、
契
約
事

務
に
つ
い
て

質
問
　
指
名
競
争
入
札
に
参

加
登
録
し
て
い
る
市
内
事
業

者
数
は
。

市
長
　
令
和
元
年
10
月
末
で
工

事
関
係
は
49
事
業
者
、
物
品
関

係
は
44
事
業
者
で
あ
る
。

質
問
　
市
発
注
や
関
連
す
る
工

事
・
物
品
購
入
は
、
よ
り
多
く

市
内
事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
に
配
慮
が
必
要
で
は
。

市
長
　
地
方
公
共
団
体
の
調
達

に
お
い
て
は
、
一
般
競
争
入
札

が
原
則
で
あ
る
が
、
市
内
事
業

者
の
育
成
及
び
、
受
注
機
会
の

確
保
の
観
点
か
ら
、
「
制
限
付

き
一
般
競
争
入
札
」
と
「
指
名

慮
者
の
参
画
を
進
め
て
は
。

市
長
　
要
配
慮
者
の
視
点
も
踏

ま
え
た
避
難
所
運
営
を
行
う
た

め
、
参
画
の
仕
組
み
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

質
問
　
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
策
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
公
共
建
築
物
維
持
保
全

計
画
等
に
基
づ
き
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問
　
平
成
30
年
第
３
回
定
例

会
で
質
問
し
た
「
土
の
う
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
。
検
討
結
果
は
。

市
長
　
田
ノ
上
会
館
付
近
に
備

蓄
場
所
を
設
置
し
「
土
の
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
周
知
す
る
。

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の設定

の
検
討
を

質
問
　
未
就
学
児
の
園
外
活
動

の
交
通
事
故
発
生
を
防
ぐ

※
キ

ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
て
は
。

市
長
　
厚
生
労
働
省
よ
り
通

知
が
あ
っ
た
が
、
詳
細
が
不

明
な
た
め
情
報
収
集
し
、
検

討
し
て
い
く
。

※
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
…
保
育
園
児
ら
未
就
学

児
が
安
心
し
て
歩
け
る
よ

う
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
促
す
地
帯
の
こ
と

競
争
入
札
」
の
運
用
に
よ
る
調

達
を
実
施
し
て
い
る
。引
き
続
き
、

地
域
活
性
化
の
観
点
、
市
内
事

業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
の
観

点
を
重
視
し
つ
つ
、
適
正
な
契

約
事
務
の
執
行
に
努
め
て
い
く
。

市
内
経
済
の

活
性
化
を
進
め
る
た
め
の

　
　

予
算
の
考
え
方
に
つ
い
て

質
問
　
道
路
補
修
や
街
路
灯
の

L
E
D
化
な
ど
の
予
算
を
毎
年

度
一
定
額
は
確
保
し
、
計
画
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

市
長
　
道
路
補
修
や
街
路
灯
の

改
修
に
つ
い
て
は
、快
適
な
道
路

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
重
要

な
事
業
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
財

源
に
お
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政

需
要
に
適
切
に
対
応
し
て
い
る

中
で
、
年
度
に
よ
り
予
算
額
が

増
減
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
道

路
維
持
保
全
計
画
等
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
特
定
財
源
の
確
保
に
努

め
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

《Ｑ》防災計画に合理的配慮を盛り込むべきでは？
《Ａ》改定時に盛り込む

大塚 あかね 議員（令和かがやき）

《Ｑ》指名競争入札に参加登録している市内事業者数は
《Ａ》工事関係は 49事業者、物品関係は 44事業者

冨松 崇 議員（新政会）

文
京
区
の
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
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川崎一丁目地区

区
画
整
理
撤
回
要
求
第
51
弾

質
問
　
事
業
17
年
目
、
こ
れ
ま

で
の
仮
換
地
指
定
箇
所
数
と
、

換
地
先
に
住
ん
だ
地
権
者
数
は
。

市
長
　

2
0
0
3
年
か
ら
の
仮

換
地
指
定
は
60
か
所
。使
用
開

始
23
か
所
で
再
建
居
住
は
12
棟
。

　
質
問
　
駅
前
暫
定
整
備
の
仮
住

ま
い
年
数
と
、
い
つ
戻
れ
る
か
。

市
長
　

2
0
0
7
年
度
か
ら

2
0
1
1
年
度
に
暫
定
整
備
し
、

2
0
2
5
年
度
に
駅
前
周
辺
換

地
の
使
用
開
始
を
予
定
す
る
。

質
問
　
年
度
別
移
転
予
定
数
は
。

市
長
　

2
0
1
8
年
度
移
転
権

利
者
は
43
名
。
19
年
度
22
名
。

20
年
度
移
転
は
約
1
0
0
名
。

質
問
　
移
転
補
償
で
の
建
物
ロ

ー
ン
残
高
の
扱
い
は
。

市
長
　
ロ
ー
ン
は
補
償
対
象
外
。

質
問
　
移
転
補
償
契
約
成
立
は
。

市
長
　
双
方
の
署
名
・
押
印
で

成
立
し
、
移
転
等
を
行
う
。

質
問
　
「
事
業
に
は
強
制
力
が

あ
る
」
の
発
言
。
「
協
議
移

転
」
の
市
長
答
弁
に
反
す
る
が
。

市
長
　
制
度
上
の
仕
組
み
の
説

明
を
し
た
。
誤
解
を
招
か
ぬ
よ

う
一
層
適
切
な
対
応
に
努
め
る
。

質
問
　
答
弁
に
反
す
る
「
直
接

移
転
は
で
き
な
い
」
の
理
由
。

市
長
　
換
地
先
が
空
い
て
い
る

時
の
再
築
手
法
。可
能
か
は
事
業

進
捗
状
況
を
見
極
め
対
応
す
る
。

質
問
　
「
権
利
者
事
情
で
交
渉

が
進
ま
ね
ば
、
新
た
な
範
囲
で
」

と
は
移
転
時
期
変
更
の
こ
と
か
。

市
長
　
優
先
地
区
に
限
ら
ず
、

工
程
見
直
し
な
ど
で
対
応
す
る
。

質
問
　
換
地
変
更
さ
れ
た
地
権

者
が
い
る
。
理
由
は
。

市
長
　
移
転
の
効
果
的
推
進
で

事
前
に
承
諾
を
得
て
変
更
。

質
問
　
第
３
回
変
更
も
地
裁
に

提
訴
さ
れ
た
。
市
の
見
解
は
。

市
長
　
事
業
計
画
変
更
取
り
消

し
訴
訟
で
適
法
性
を

主
張
す
る
。

《Ｑ》「事業には強制力がある」は「協議移転」に反するが
《Ａ》誤解を招かぬよう、一層適切な対応に努める

山崎 陽一 議員（世論）

羽
村
市
の
温
暖
化
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
？

質
問
　
C
O

2
排
出
量
を
、
来

年
度
ま
で
に
1
9
9
0
年
度
比

で
マ
イ
ナ
ス
7
％
に
す
る
と
い

う
市
の
目
標
の
達
成
状
況
は
。

市
長
　
目
標
値
に
対
し
て
、

５
・
７
％
の
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
産
業
、
家
庭
、運
輸
、
廃

棄
物
な
ど
、分
野
別
の
状
況
は
。

市
長
　
産
業
部
門
を
の
ぞ
き
、

実
績
値
が
目
標
値
を
超
え
て
い

る
。
原
発
の
停
止
の
長
期
化
や
、

猛
暑
・
寒
波
の
影
響
だ
と
と
ら

え
て
い
る
。

質
問
　
市
役
所
の
C
O

2
排
出

状
況
は
ど
う
か
。

市
長
　
目
標
に
対
し
て
2
・
9

％
の
超
過
で
あ
る
。

質
問
　
目
標
達
成
に
む
け
て
、

ど
ん
な
努
力
が
必
要
か
。

市
長
　
市
の
C
O

2
排
出
は
、

産
業
部
門
の
割
合
が
高
い
特
徴

が
あ
る
。
工
場
設
備
や
車
両
の

い
っ
そ
う
の
低
炭
素
化
が
必
要
。

質
問
　
「
創
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

助
成
制
度
」
は
継
続
・
充
実
す

べ
き
で
は
。

市
長
　
技
術
革
新
や
市
民
ニ
ー

ズ
の
変
化
を
取
り
入
れ
、
新
た

な
制
度
を
構
築
す
る
。

質
問
　
国
に
対
し
て
、
温
暖
化

対
策
の
強
化
を
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
現
段
階
で
、
そ
の
考
え

は
な
い
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
を

本
格
的
に
す
す
め
よ
う
②

質
問
　
こ
れ
ま
で
市
に
、
何
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
か
。

市
長
　
５
年
間
で
27
件
の
ひ
き

こ
も
り
相
談
が
あ
っ
た
。

質
問
　
ま
だ
ま
だ
対
応
の
規
模

は
少
な
す
ぎ
る
と
認
識
し
て
い

る
か
。

市
長
　
多
く
の
方
が
潜
在
化
し

て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
相
談
・
支
援

を
継
続
す
る
。

《Ｑ》羽村市のCO2削減目標の達成状況は
《Ａ》5.7 パーセントの超過である

鈴木 拓也 議員（共産党）

市役所に設置されている太陽光パネル
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羽
村
市
の
財
政
に
つ
い
て
問
う

質
問
　
平
成
29
年
度
決
算
で
市

の
経
常
収
支
比
率
は
26
市
、
類

似
団
体
の
中
で
何
番
目
か
。

市
長
　

1
0
5
・
８
％
で
26
市

及
び
類
似
団
体
で
一
番
高
い
比

率
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
緊
急
経
済
財
政
対
策
を

実
施
し
た
平
成
22
年
度
と
29
年

度
を
比
較
し
て
経
常
収
支
比
率
、

基
金
残
高
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
経
常
収
支
比
率
は
８
・

３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
財
政
調

整
基
金
は
約
７
億
5
4
0
0
万

円
減
少
し
て
い
る
。

質
問
　
平
成
22
年
度
か
ら
今
ま

で
に
実
施
し
た
新
規
事
業
数
と

予
算
総
額
、
同
様
に
廃
止
し
た

事
業
数
と
総
額
は
い
く
ら
か
。

市
長
　
新
規
事
業
は
3
3
3
件

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
②

質
問
　
災
害
協
定
施
設
と
福
祉

避
難
所
を
同
時
開
設
す
べ
き
と

思
う
が
い
か
が
か
。

市
長
　
状
況
に
応
じ
、
協
力
要

請
を
行
う
事
も
検
討
す
る
。

質
問
　
要
配
慮
者
か
ら
の
問
合

せ
時
に
福
祉
避
難
所
を
案
内
で

き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長
　
台
風
第
19
号
の
際
は
、

福
祉
避
難
所
の
開
設
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
市
内
福
祉
施
設
で

避
難
者
の
受
入
れ
が
行
わ
れ
た

事
や
、
避
難
所
で
妊
娠
中
の
方

へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
事

を
踏
ま
え
、
福
祉
避
難
所
の
開

設
時
期
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
調
整
・
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

予
算
総
額
で
約
1
0
9
億
円
、

廃
止
し
た
事
業
は
集
計
し
て
い

な
い
。

質
問
　
緊
急
経
済
財
政
対
策
を

実
施
し
た
時
と
比
較
し
て
も
、

か
な
り
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が

何
故
、
緊
急
経
済
財
政
対
策
を

実
施
し
な
い
の
か
。

市
長
　
今
回
は
景
気
の
悪
化
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
税
制
改

正
に
伴
う
税
収
の
減
少
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
扶
助
費
の
増
加

な
ど
が
原
因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問
　
羽
村
駅
西
口
区
画
整
理

が
令
和
２
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
。

令
和
５
年
度
、
10
年
度
、
15
年

度
の
市
民
一
人
当
た
り
の
基
金

残
高
、
市
債
の
予
想
は
。

市
長
　
一
人
当
た
り
の
基
金
は

そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
、
市
債
は
令

和
５
年
度
約
22
万
円
、
10
年
度

27
万
円
、
15
年
度
は
28
万
円
と

試
算
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
中
小
企
業
基
本
条
例（
仮
）制
定
の

進
捗
度
を
問
う
」「
羽
村

市
公
共
施
設
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
」

リ
の
導
入
や
防
災
ラ
ジ
オ
配
布

の
検
討
を
。

市
長
　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
て
お
り
、
聴
覚

障
害
者
の
み
の
世
帯
へ
の
個
別

受
信
機
と
文
字
表
示
装
置
の
貸

与
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ

る
防
災
行
政
無
線
放
送
の
受
信

ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

質
問
　
羽
村
東
小
学
校
・
羽

村
第
一
中
学
校
と
も
に
多
摩

川
側
が
急
傾
斜
地
に
な
っ
て

い
る
。
台
風
に
よ
り
大
量
の

雨
水
が
、
傾
斜
地
か
ら
流
れ

出
て
い
た
が
避
難
所
の
安
全

に
問
題
な
い
の
か
。

市
長
　
羽
村
東
小
学
校
・
羽
村

第
一
中
学
校
の
多
摩
川
側
の
急

傾
斜
地
の
一
部
に
、
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
場
所

が
あ
る
。
羽
村
東
小
学
校
敷
地

の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

体
育
館
は
指
定
区
域
外
で
あ
る

た
め
、
避
難
所
と
し
て
の
安
全

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

《Ｑ》厳しい財政状況をどう打開するか
《Ａ》事務事業の見直しに全庁を挙げて取り組む

馳平　耕三 議員（令和かがやき）

《Ｑ》災害協定施設と福祉避難所を同時開設すべきでは
《Ａ》状況に応じ、協力要請を行うことも検討する

秋山　義徳 議員（新政会）

25 26 27 28 29

110

100

90

80

（％）

（年度）

羽村市 26 市の平均

94.994.9

91.0 91.0 90.790.7 90.690.6 91.291.2 90.990.9

92.392.3
96.796.7

103.5103.5
105.8105.8

経常収支比率の推移

羽村東小学校プール下急傾斜地
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土のうを運ぶ町内会の方たち

パソコン室で学習する様子
（武蔵野小学校）

新
学
習
指
導
要
領
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問
　
新
学
習
指
導
要
領
は
、

こ
れ
ま
で
と
ど
こ
が
異
な
る
か
。

教
育
長　
小
学
校
の
第
３
・
４

学
年
で
の
外
国
語
活
動
、第
５
・

６
学
年
で
英
語
の
履
修
、プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
導
入
で
あ
る
。

質
問
　
５
・
６
年
生
で
は
外

国
語
の
授
業
が
成
績
を
つ
け
る

教
科
と
な
る
が
、
担
任
教
諭
が

受
け
持
つ
の
か
。
そ
の
場
合
、

指
導
力
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

現
在
、
羽
村
市
全

て
の
小
学
校
で
、
第
１
学
年
か

ら
第
６
学
年
ま
で
英
語
学
習
を

し
て
お
り
、
学
級
担
任
が
授
業

を
実
施
し
て
い
る
。
教
員
の
指

導
力
向
上
を
図
り
、
毎
年
、
年

度
当
初
に
市
で
採
用
し
て
い
る

英
語
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
講

師
と
し
て
教
員
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。

質
問
　
教
科
化
さ
れ
た
道
徳

の
志
向
は
。

教
育
長
　
こ
れ
ま
で
の
授
業
か

ら
、「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
と
は
。

教
育
長　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
、

意
図
し
た
処
理
を
行
う
よ
う
に

指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
将
来
ど

の
よ
う
な
職
業
に
就
く
と
し
て
も
、

時
代
を
超
え
て
普
遍
的
に
求
め

ら
れ
る
力
と
し
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
成
す
る
も

の
」
と
し
て
い
る
。

災
害
廃
棄
物
の

処
理
方
法
に
つ
い
て

質
問  

災
害
廃
棄
物
の
分
別
は
、

ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

市
長
　
国
は
、
災
害
廃
棄
物

を
12
種
類
に
分
別
す
る
よ
う
求

め
て
お
り
、
市
で
は
、
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
分
別

区
分
を
決
定
し
、
市

民
に
周
知
し
て
い
く
。

《Ｑ》新学習指導要領は、従来とどこが異なるか
《Ａ》総合的な学習のプログラミング教育など

梶 正明 議員（新しい風）

台
風
第
19
号
に
よ
る

被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問
　
避
難
所
な
ど
で
、
け
が

を
し
た
り
体
調
を
崩
し
た
市
民

や
職
員
は
い
な
か
っ
た
か
。

市
長
　
市
内
12
か
所
と
応
援
協

定
に
よ
る
避
難
所
を
２
か
所
開

設
し
、
1
1
3
3
人
の
避
難
者

を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

発
熱
を
し
た
方
が
１
名
、
妊
娠

中
で
学
校
保
健
室
を
使
用
し
た

方
が
１
名
お
り
、
と
も
に
市
職

員
の
保
健
師
が
対
応
し
た
。
ま

た
、
体
調
不
良
を
訴
え
た
職
員

が
２
名
い
た
。

質
問
　
浸
水
被
害
に
あ
っ
た
家

屋
等
へ
の
対
応
は
ど
う
し
た
か
。

市
長
　
市
内
に
お
い
て
家
屋
の

床
下
浸
水
２
件
、
地
下
駐
車
場

へ
の
水
流
入
１
件
、
倉
庫
へ
の

水
流
入
１
件
の
浸
水
被
害
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
13
日
早
朝
に

現
地
に
て
状
況
確
認
を
行
い
、

消
毒
の
た
め
の
ク
レ
ゾ
ー
ル
や

消
石
灰
を
配
布
し
、
ま
た
、
災

害
ご
み
の
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

質
問
　
今
後
、
市
と
し
て
さ
ら

に
水
害
対
策
が
必
要
と
考
え
る

か
。

市
長
　
こ
の
よ
う
な
台
風
が
今

後
も
頻
繁
に
発
生
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
た
め
、
防
災
対
策

を
よ
り
強
化
し
て
い
く
。
今
回

は
市
内
に
お
い
て
人
的
な
被
害

は
な
か
っ
た
が
、
避
難
体
制
や

避
難
所
運
営
な
ど
様
々
な
課
題

が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

職
員
、
消
防
団
員
、
交
通
安
全

推
進
委
員
、
町
内
会
・
自
治
会

長
か
ら
、
今
回
の
災
害
対
応
に

お
け
る
課
題
等
を
調
査
し
、

「
令
和
元
年
度
台
風
第
19
号
の

対
応
の
記
録
」
と
し
て
ま
と
め
、

解
決
に
向
け
た
対
策
を
実
施
し

て
い
く
。

《Ｑ》今後、さらに水害対策が必要と考えるか
《Ａ》防災対策をより強化していく

印南 修太 議員（新政会）
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水上公園の流れるプール

流
れ
る
プ
ー
ル
は
、
市
民
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
と
め
再
開
す
べ
き

質
問
　
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
な
く
て
も
費
用
が
か
か
り
す

ぎ
な
い
長
寿
命
化
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
た
か
。
そ
の
内
容
は
。

市
長
　
施
設
全
体
を
長
寿
命
化

す
る
た
め
の
費
用
が
5
年
間
の

合
計
で
1
億
3
千
万
円
、
管
理

運
営
費
を
含
め
る
と
約
2
億
2

千
万
円
と
見
込
ま
れ
る
。
市
で

は
年
間
を
通
し
て
市
民
が
利
用

で
き
、か
つ
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

少
な
い
施
設
や
周
辺
利
用
の
検

討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

教
員
を
一
層
追
い
つ
め
る
変
形
労
働

時
間
制
は
導
入
す
べ
き
で
な
い

質
問
　
「

※
1
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
」
は
、
長
時
間
労

働
を
改
善
す
る
も
の
で
は
な
く
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
に
向
け

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
の

製
造
を
中
止
し
よ
う

　
海
洋
汚
染
は
世
界
的
課
題
に

な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
は

急
務
で
あ
る
。

質
問
　
「
水
は
む
ら
」
は
、
羽

村
の
水
道
水
の
美
味
し
さ
を

P
R
す
る
こ
と
を
目
的
に
製
造

さ
れ
、
12
年
が
経
過
し
た
。
目

的
は
達
成
さ
れ
た
か
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
削
減
に
向
け
、
製
造
を

中
止
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
　
市
の
知
名
度
向
上
に
寄

与
し
て
お
り
、
今
後
も
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
水
「
水
は
む
ら
」
の
製

造
と
販
売
を
通
じ
て
P
R
に
努

め
て
い
く
。

質
問
　
ス
タ
ー
ト
か
ら
の
生
産

量
は
ど
れ
ほ
ど
か
。
P
R
用
、
災

害
支
援
用
、
販
売
用
の
割
合
は
。

市
長
　
平
成
19
年
11
月
か
ら
令

か
え
っ
て
長
時
間
労
働
を
固
定

化
し
助
長
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
の
か
。

教
育
長　

 

今
臨
時
国
会
審
議

の
な
か
で
、
こ
の
制
度
は
長
時

間
労
働
を
助
長
す
る
の
で
は
な

い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今

後
、
国
や
東
京
都
、
他
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
教
員
の
長
時
間
労
働
を

是
正
す
る
働
き
方
改
革
は
、
今

年
度
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し

て
い
る
の
か
。
廃
止
や
縮
小
す

べ
き
事
務
の
点
検
は
ど
う
か
。

教
育
長　
「
羽
村
市
立
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
推
進
プ
ラ

ン
」
の
長
時
間
労
働
縮
減
に
向

け
た
取
組
み
の
方
向
性
の
一
つ

と
し
て
「
教
員
業
務
の
見
直
し

と
業
務
改
善
の
推
進
」
を
掲
げ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
会
議
や

調
査
等
の
精
選
と
縮
減
、
資
料

の
電
子
化
な
ど
を
挙
げ
、
各
学

校
で
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

和
元
年
11
月
１
日
ま
で
の
製
造

本
数
は
、
70
万
4
8
8
0
本
で

あ
る
。在
庫
本
数
１
万
3
5
2
3

本
を
除
い
て
P
R
用
が
６
・
６
％
、

災
害
支
援
用
が
２
・
５
％
、販
売

用
が
90
・
９
％
で
あ
る
。

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
は
十
分
か　

質
問
　
台
風
19
号
で
は
、
羽
村

東
小
学
校
体
育
館
は
段
差
が
あ

る
た
め
避
難
が
困
難
と
判
断
し

た
世
帯
が
あ
る
。
今
後
も
避
難

所
と
す
る
な
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
ス
ペ
ー
ス
的
に
ス
ロ
ー

プ
対
応
が
困
難
な
の
で
、
職
員

に
よ
る
介
助
や
校
舎
へ
の
案
内
を

行
う
。福
祉
避
難
所
の
活
用
を
、

早
い
段
階
で
調
整
・
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

　「
入
札
改
革
を
進
め
よ
う
」

《Ｑ》流れるプールは、市民の声を受けとめ再開すべき
《Ａ》プールに代わる、年間市民が利用できる施設へ検討中

浜中 順 議員（日本共産党）

《Ｑ》「水はむら」の製造を中止してはどうか
《Ａ》今後も製造・販売を継続していく

門間 淑子 議員（市民ネットワーク）

産業祭の消費者展の展示

�

※
１
年
間
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
…
「
繁
忙

期
」
に
１
日
10
時
間
労
働
ま
で

可
能
と
し
、夏
休
み
な
ど
の
「
閑

散
期
」
と
合
わ
せ
平
均
で
１
日

当
た
り
８
時
間
に
納
め
る
制
度
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工事が進む川崎一丁目周辺

台風19号の際に開設された避難所

羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て

質
問
　
補
償
の
説
明
資
料
「
建

物
等
の
移
転
・
補
償
の
ご
案
内
」

の「
補
償
金
算
定
」で
、補
償
対

象
を
８
つ
の
項
目
に
分
け
て
い

る
が
、
こ
れ
以
外
に
は
な
い
か
。

市
長
　
店
舗
な
ど
の
一
時
休
業

に
伴
う
営
業
補
償
や
農
業
を
一

時
休
止
す
る
場
合
の
農
業
補
償

な
ど
が
あ
る
。

質
問
　
項
目
毎
に
算
定
さ
れ
た

補
償
金
を
、
そ
の
項
目
以
外
に

流
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
。

市
長
　
各
項
目
の
補
償
額
を
算

定
・
合
算
し
、
支
払
う
の
で
、
支

出
方
法
等
は
、
権
利
者
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
る
。所
得
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
る
の
で
、協
議
の
際

に
説
明
し
て
い
る
。

質
問
　
税
金
等
で
４
つ
の
課
、

９
つ
の
項
目
、市
以
外
に
９
つ
の

主
な
関
係
機
関
連
絡
先
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、市
の
関
連
す
る

も
の
は
、一
元
的
に
支
援
で
き
な

い
か
。

市
長
　
各
税
目
は
、
専
門
性
が

高
く
、
特
に
所
得
税
等
の
国
税

に
市
職
員
が
対
応
で
き
る
範
囲

が
限
ら
れ
て
お
り
、統
一
的
に
対

応
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

質
問
　「
家
を
新
築
し
た
い
が
、

前
の
ロ
ー
ン
が
残
っ
て
い
る
し
、

高
齢
の
た
め
ロ
ー
ン
も
組
め
な

い
」と
い
う
声
が
あ
る
が
。

市
長
　
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
は
補

償
の
対
象
外
。高
齢
者
に
は
、住

宅
ロ
ー
ン
は
課
題
と
な
る
と
捉

え
て
お
り
、
課
題
の
解
決
に
向

け
対
応
し
て
行
く
。

質
問
　
「
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き

が
必
要
だ
が
、市
は
何
も
手
伝
っ

て
く
れ
な
い
」と
の
声
に
は
。

市
長
　
権
利
者
の
皆
様
の
精
神

的
な
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

よ
う
、対
応
に
努
め
て
き
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

「
義
務
教
育
等
に
関
連
し

て
」

《Ｑ》区画整理で新築したいが、高齢でローンが組めない
《Ａ》高齢者のローンは課題と考え解決に向けて対応する

水野 義裕 議員（令和かがやき）

台
風
19
号
か
ら
の
教
訓

質
問
　
開
設
さ
れ
た
避
難
所
の

状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

市
長
　
12
か
所
の
避
難
所
と
２

か
所
の
災
害
協
定
に
よ
る
協
力

避
難
所
を
開
設
し
、
1
1
3
3

人
の
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。

今
回
初
め
て
の
実
践
と
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
教
訓
が
出

て
き
た
。
具
体
的
に
は
①
車
を

利
用
し
た
避
難
者
対
応
②
ペ
ッ

ト
の
避
難
所
で
の
飼
育
場
所
の

確
保
③
気
象
状
況
な
ど
の
情
報

提
供
④
避
難
所
運
営
上
必
要
な

物
資
の
準
備
⑤
避
難
所
担
当
職

員
の
交
代
要
員
な
ど
で
あ
る
。

質
問
　
水
田
へ
の
水
路
の
復
旧

は
ど
う
か
。

市
長
　
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

た
資
金
計
画
な
ど
の
協
議
が
整

っ
た
上
で
、渇
水
期
に
河
川
敷
内

の
堆
積
土
砂
を
取
り
除
い
た
り
、

整
地
工
事
を
施
工
し
て
い
く
。

質
問
　
市
長
が
、
消
防
団
員
・

職
員
の
災
害
現
場
か
ら
の
撤
収

命
令
を
出
す
の
は
ど
の
よ
う
な

場
合
か
。

市
長
　
災
害
応
急
対
策
の
現
場

に
お
い
て
、河
川
の
氾
濫
や
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
危
険
が
切
迫

し
た
際
に
撤
収
命
令
を
出
す
。

ま
た
、現
場
に
お
い
て
危
険
な
状

況
が
切
迫
し
て
い
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
自
ら
撤
収
す
る
臨

機
応
変
な
対
応
も
必
要
で
あ
る
。

質
問
　
今
回
の
教
訓
を
今
後
ど

の
よ
う
に
活
か
す
か
。

市
長
　
課
題
を
調
査
し
、「
令

和
元
年
度
台
風
第
19
号
の
対
応

の
記
録
」と
し
て
ま
と
め
、課
題

の
解
決
に
向
け
た
対
策
を
早
期

に
実
施
す
る
。

《Ｑ》台風 19号の教訓をどう活かすか
《Ａ》とりまとめた課題を早期に実施

濱中 俊男 議員（令和かがやき）
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しました

行政視察

令和元年常任委員会視察報告

　私たち市議会議員は、先進的な取組みや、特徴ある施策を行って事業効果をあげている自治体や団体
に学び、羽村市が抱えるさまざまな課題などについて理解を深めるとともに、今後の行政運営に反映さ
せるため、行政視察を行っています。
　令和元年に行った常任委員会の主な行政視察の概要を報告します。

総務委員会

（左２番目から）梶 正明副委員長、
石居尚郎委員、橋本弘山委員

（左6番目から）濱中俊男委員、
高田和登委員長、水野義裕委員

　   研究テーマ
・学校教育について
・�市の政策及び基本構想等重
要施策について

・市民参画及び協働について

　   視察概要
❖ 9月30日　
岐阜県山県市
「学校図書館の地域への開放に
ついて」

❖ 10月1日
愛知県豊田市
「SDGｓの取組みについて」

❖ 10月２日
愛知県新城市
「若者議会の取組みについて」

厚生委員会

（左から）冨松 崇委員、中嶋 勝委員、
大塚あかね委員長、秋山義徳委員、
門間淑子委員、鈴木拓也副委員長

　   研究テーマ
・�市民の健康管理及び高齢福
祉について

　   視察概要
❖ 10月17日　
愛知県大府市
「認知症対策について・常設サ
ロンについて」

❖ 10月18日　
愛知県東海市
「いきいき元気推進事業につい
て」

経済委員会

（左）山崎陽一委員長
（左３番目から）西川美佐保副委員長、
富永訓正委員、馳平耕三委員、
浜中 順委員、印南修太委員

　   研究テーマ
・商工業の振興について

　   視察概要
❖ 10月7日　
日野自動車株式会社
羽村工場
❖ 11月21日
日野自動車株式会社
古河工場
「企業と行政の連携及び行政の
支援について」

視 察




